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千葉近年，わが国では新世代の抗てんかん薬

の登場や，薬物療法以外の治療方法（例えば，て

んかん外科治療）の進歩によって，“Seizure

Freedom”（発作消失）への期待が高まってきた

ように思われます。本日は，てんかん専門医とし

て国際的にご活躍されているSteinhoff先生，な

らびにわが国の３名のてんかん専門医の皆様に，

｢てんかん治療のゴールとは何か？」についてお

話をうかがいます。

I．“SeizureFreedom"(発作消失)を

主軸とする新たなてんかん医療

千葉はじめに，ご議論いただく土台として，

SeizureFreedomからみたてんかん医療について

考えてみたいと存じます（表１)。

SeizureFreedomに至る前に，まず正確なてん

かんの診断，および，これに対する適切な抗てん

かん薬による薬物療法が必要です。

診断にかかわる問題として，‘患者さん，ご家族，

医師の問で「発作」の意味が異なることがありま

すので，よく‘情報を交わしておくことが重要で

す。例えば，単純部分発作（SPS)，複雑部分発

2010年５月22日（土)，ＡＮＡインターコンチネンタルホテル

東京にて開催。

作（CPS)，およびこれらの二次‘性全般化発作を

有する患者さんの場合には，ご本人とご家族は全

身けいれんのみを「発作」とみなしていることが

あります。また，患者さんが発作発現を記憶でき

ない場合や，睡眠中に発作が出現しうる場合に

は，発作の有無の判定が困難なことがあります。

薬物療法を開始する際には，SeizureFreedom

が治療の大きな目標であることをきちんと患者さ

んに述べておくことが重要です。

また，薬物療法では，薬剤の有効性のみなら

ず，アドヒアランスや患者さんのＱＯＬに及ぼす

表１新たなてんかん包括医療における医師の役割

○正しい診断

○適切な薬物療法

○治療目標“SeizureFreedom"(発作消失）の提示

○薬物の有効性とアドヒアランスの把握

○発作頻度の把握

○患者の症状，治療，日常生活，学業，仕事などに

関する包括的指導・助言

○患者が自分自身のてんかんをどのようにとらえて

いるかの把握

（てんかんに関する知識，発作の危険』性，発作の長

期的な影響・予後についての理解など）

○治療に関する最新情報の提供

○患者のＱＯＬとレジリアンスの支援

○包括医療におけるコーディネーターの役割
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